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志野と織部（平安京跡）

　１６世紀の終わり頃から１７世紀の初め頃にかけては、 新たな工夫

がされた斬新な桃山陶器が生産され、 茶の湯文化を支えました。

代表的なものとして、 志野、 織部、 黄瀬戸、 唐津などがあります。

　今回は志野と織部を紹介します。

　志野 （左） は美濃地方で生産された白い素地に白釉をかけた暖

かい色合いの陶器です。 鉄絵で檜垣文や草花文が描かれました。

　主に美濃地方で生産された織部 （右） は、 茶人古田織部の指導

で始まったとされ、 緑色の銅釉と大胆な文様と形が特徴的です。

土層を分ける

調査でみつけた溝が、 いつ掘られ、 いつまで機能

したのか？常に流水があったのか、 なかったのか？

自然に埋没したのか、 人為的に埋められたのか？こ

れらを明らかにするために断面を丁寧に削り、 層位

を正確に分けます。 写真の土層をどう考えますか？

　亀岡市の大堰川右岸では、大規模なほ場整備

事業が実施されています。令和７年度は、大堰

川の支流千々川左岸の台地の上で大規模な発掘

調査を実施しました。

　調査の結果、南北 180ｍ、東西 120ｍの範囲で、

弥生時代中期から後期にかけての３つの居住域

と２つの墓域を確認しました。多数の竪穴建物

がみつかり、弥生時代中期の拠点的な集落だっ

たと考えられます。集落で注目されるのは、付

近で産出する良質の粘板岩を利用して、磨製石

鏃や石包丁を製作していることです。特に磨製

石鏃はたくさんの未成品や失敗作が出土してお

り、他のムラからも求められたようです。

　２つの墓域は方形周溝墓群と木棺墓群で形成

されています。北で見つかった方形周溝墓の１

つは、南北 11ｍ・東西 13ｍの規模を測ります。

墳丘は失われており、埋葬施設はみつかってい

ません。南では、大小 29 基の木棺墓がみつかり

ました。副葬品や供献土器がなく時期に決め手

をかきますが、中期の居住域の外側に形成され

た墓域と考えられます。
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塩谷５号墳出土の巫女形埴輪
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　古墳のまわりに並べられた、
土管のような形をした埴輪を
「円筒埴輪」といいます。上部
がラッパのように開いた「朝顔
形円筒埴輪」もあります。
　古墳が築かれた時期や王権と
の関係性など、さまざまなこと
を教えてくれる古墳時代を代表
する重要な遺物です。

古代の人々は、古墳の上やそのまわりにさまざまな願いを込めて埴輪を並べ
ました。埴輪は、大きく分けて、円筒埴輪・形象埴輪があります。形象埴輪に
は、当時の家や道具、動物、人物など、さまざまなものが表されています。
　ここでは、京都府内から出土した多彩なかたちの埴輪を紹介します。 

　神殿や住居、倉庫など、当
時の建物をかたどった埴輪が
あります。生前の住まいや祭
りの場を表し、埋葬された人
物の物語や権威を伝える埴輪
と考えられます。
　屋根の形や柱の位置、飾り
などから、古代の建物がどの
ようにつくられていたのかを
知ることができます。これら
は、当時のくらしを解き明か
す大切な手がかりです。

　巫女や武人、力士、鷹匠、楽人、
馬子などさまざまな役割の人々
を表した人物埴輪があります。
さらに盾と一つになり、顔面に
刺青を表現した盾持ち人埴輪も
見つかっています。
　これらの埴輪は当時の仕事や
髪型、服装、くらしの様子を知
ることができます。

　鶏や水鳥などの鳥類、馬・犬・猪・
鹿・牛といった哺乳類など、さま
ざまな生き物を表した埴輪があり
ます。それぞれの動物に意味があ
り、例えば、鶏は朝を告げ、太陽
を呼び戻す「再生」の象徴と考え
られています。また、馬や牛は当
時とても貴重な存在で、埋葬され
た人物がそれらを所有していたこ
とを示すものだったのかもしれま
せん。
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〈掲載資料出土遺跡〉１・２・６・８城陽市冑山古墳 /３大山崎町土辺古墳 /４綾部市野崎４号墳　
                                          ５京丹波町塩谷５号墳 /７亀岡市時塚１号墳 /９木津川市上人ケ平埴輪窯跡

〈写真提供〉１・２・６・８　京都府教育委員会
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